
 

 

 

「時」を守る 
 

副校長  金子  京子 
 

  子どもたちが大好きな休み時間の終わり、校庭での様子。 

３時間目の授業が始まる前になると、子どもたちは昇降口に向かっていきます。篠原小学校は、チャイムが

鳴りません。時計を見ながら遊んでいるのでしょう。休み時間が終わる時刻が近づくと、教室にみんな戻って

いきます。まだ「時計」の学習をしていない１年生も、担任から「長い針が１になったら戻ります。」と言われて

いたり、上の学年に「休み時間は終わりだよ。」と声をかけてもらったりしながら、どの子も教室に戻っていきま

す。行動の切り替えは簡単なようでいて、なかなかたやすくできることではないと思います。 

 

  「時間を守る」ことは、「相手を思いやることである」という話を、以前研修会の講師より聞いたことがありま

す。例えば、授業に遅れてきた子どもがいるとします。やむを得ない事情があったわけではなく、自分の都合

で遅れた場合です。その子が戻ってくるまでは心配で、知っている子はいないかと確認をしながら待っていま

す。この、クラスのみんなを待たせることは、待たせている子たちの時間を奪っていることと同じであるというこ

とでした。 

その時間は返すことはできません。待たせる相手のことを考えると、身勝手な都合で授業に遅れることはで

きないはずです。相手のことを考える気持ち、「思いやり」が大切になります。私は担任だった頃、必ずクラスで

この話をしていました。 

  そして、それには、私たち教職員も「時間を守る」ことを意識し、行動していかねばなりません。授業開始時

刻はもちろん、授業終了時刻も、下校時刻もです。 

  あらゆる場面で「時間を守る」ことがなされてきたことが、本校のよい伝統として、チャイムが鳴らなくても休

み時間の終わりには、自主的に教室に戻っていく習慣をつくってきたのではないでしょうか。そして、そのこと

は「思いやり」の心があるからこそ、実行できるということにもつながっていると思うのです。 

 

  さて、２年生の算数「時刻と時間」では、「時」を次の二つの側面から学習します。 

「時刻」… 時の流れの一点を示す。今、何時何分などのように。 

「時間」… 時刻と時刻の間の大きさ(量)。 

  あと３週間ほどで夏休みです。家庭で過ごすことが多くなり、学校生活と比べて「時」に対する自覚が薄れ

る期間でもあります。夏休みに向けて、お子さんと一緒に計画を立てる際に、「何をするか」に加え、「時刻」と

「時間」の視点からも話し合ってみてはいかがでしょう。時計を見て「時刻」を確認し、取り組む「時間」を意

識しながら過ごしていけるように。学校生活で、チャイムのない生活を送っている篠原小学校の子どもたちで

あれば、きっと実行可能と考えます。子どもたちが充実した夏休みが送れるようにと願っています。 
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